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　町の予算編成において、近年では年間2 ～ 3億
円の収支不足の解消に迫られ、基金の取り崩しに
より、残高の減少が続いております。

　行政評価制度の目的は、持続可能な行政運営を行うとともに、町の未来に対する投資余力を作るために
行うものです。
　時代や町民ニーズに合わない事業などを見直し、町の将来に本当に必要な事業に、より多くの予算や人
員を割くために、事業のスクラップ＆ビルドを進めます。

　対象事業の評価には、評価シートを用いて事業目的や利用状況（データ）などの評価根拠を明確にし、主
観的な判断ではなく、必要性・有効性・町の将来の観点から客観的な評価を行います。

◆行政評価制度導入の背景

◆行政評価導入の目的

◆見直しの考え方

【令和 5 年度 行政評価結果】

問□　政策財政課　政策推進係
　　☎83−1422

評価結果 件 数 令和 5 年度
予算額 3年後見込額 増減 備考

廃止 1 31 万円 0 万円 △ 31 万円 3 年以内
全額削減見込3年以内に廃止・統合 3 108 万円 0 万円 △ 108 万円

縮小 7 701 万円 451 万円 △ 250 万円 縮小見込
要改善

（3年以内に再検討） 13 8,691 万円 8,041 万円 △ 650 万円 手法改善

維持 6 1,284 万円 1,295 万円 11 万円 維持

拡大 3 1,181 万円 1,675 万円 494 万円 増額

計 33 1 億 1,996 万円 1 億 1,462 万円 △ 534 万円 想定削減効果

拡　大
事業規模を拡大すべき事業

縮　小
事業規模を縮小すべき事業

廃　止
今年度中に廃止すべき事業

3年以内に廃止・統合
3年以内に廃止すべき事業

維　持
現在の事業規模・実施方法を
維持すべき事業

要改善
在り方の見直しや効率化を図
るべき事業

年　度 まちの貯金

平成 25 年度 44 億 6,213 万円
令和 2 年度 32 億 3,176 万円
令和 3 年度 30 億 8,052 万円
令和 4 年度 27 億 8,132 万円

減少

令和 5 年度 行政評価を実施しました

見直し対象事業予算 見直し
（スクラップ） 既存事業予算

未来への投資的事業予算 ビルド利用率の低い事業を縮小し、
将来に向けて事業を展開
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